
第１３０回現代日本語学研究会（2012年 2月 18日）大西美穂〈要旨〉 

知識構造の階層性と複文構造―日本語存在表現における参与者への注目と出来事の背

景化を中心に― 

 

1. 現象 

日本語存在表現「X がある」には，(1)の下線部のような，関係節による修飾を受ける名

詞が生じるものが多くある。 

 

(1) ベーカー街に帰りつき，戸口でホームズがポケットの鍵をさぐっているとき，通

りすがりに声をかけた者がある。 

「シャーロック・ホームズさん，こんばんは」 

通行人は幾人かあったが，言葉をかけたのは，急ぎ足に遠ざかっていったやせ形

に長外套を着た青年だったらしい。 

（『シャーロック・ホームズの冒険』） 

 

この例の下線部の存在表現は，「ある者が通りすがりに声をかけた」という動詞文に展開

することが可能であり，また実際にこの存在表現は「誰かが通りすがりに声をかけた」と

いう出来事を表している。(2)の下線部は，(1)において存在表現が用いられていた部分であ

る。 

 

(2) ベーカー街に帰りつき，戸口でホームズがポケットの鍵をさぐっているとき，誰

かが通りすがりに声をかけた。 

「シャーロック・ホームズさん，こんばんは」 

 

この日本語訳部分に対応するコナン・ドイルの原文は(3)の下線部で，直訳すれば「通りす

がりの者が言った」となり，やはり動詞文である。 

 

(3) We had reached Baker Street and had stopped at the door. He was searching 

his pockets for the key when someone passing said: 

"Good-night, Mister Sherlock Holmes." 

（The Adventures of Sherlock Holmes） 

 

2. 問題 

なぜ，この出来事を，日本語訳においては「[関係節]者がある」のような存在表現に変え

て表現しているのだろうか。 

 

3. 分析 

本発表では，関係節による修飾を受ける名詞句が存在表現の主語位置に生じる存在表現

を取り上げ，このような複合的な文法構造を，概念構造の階層性という特徴に関連づけな

がら，認知言語学の立場から再考する。さらに，この複合的構造が言語使用においてどの



ように利用されるかという観点から，日本語において関係節で表される出来事を述べるこ

とと，被修飾名詞で表されるその出来事の参与者の存在を述べることとが交替する現象を

分析する。 

 

4. 結論 

言語使用の場面において前景，背景となる階層が転換する現象を話者や聞き手の注意の

向け方の点から論じ，これが表現効果を目的とした転換であることを示す。 
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